
申込フォーム▼

■ 会場：大阪公立大学 I-siteなんば 2階（大阪市浪速区敷津東2-1-41 南海なんば第1ビル）

■ 定員：100名（申込者多数の場合は抽選） ■ 対象者： どなたでも ■ 受講料：4,000円（全4回分）

■ 申込方法 ：本学Webサイト「申込フォーム」から申し込みいただくか、「往復はがき」で (1)氏名（フリガナ）

(2)年齢、 (3)郵便番号・住所、(4)電話番号、(5)この講座を知ったきっかけ をご記入の上、下記宛先へお申し込みください。

※受講の可否は開催日の5日前までに通知します。届かない場合は必ずお問い合せください。

■ 申込フォーム：右記二次元コードまたは大阪公立大学Webサイトからお申し込みください。

■ 往復はがき宛先 ※返信用はがきは両面とも白紙でお送りください。

〒556-0012 大阪市浪速区敷津東2－1－41 南海なんば第1ビル

大阪公立大学 社会連携課「古代難波宮研究の最前線」係

■ 問合せ先： 大阪公立大学 社会連携課 Tel 06-7656-5112 Fax 06-7656-5203

大阪公立大学
生涯学習・公開講座Webサイト▶

申込締切

10/18(水)

必 着

大阪公立大学 公開講座 検索

古代難波宮研究

の最前線

2023年度 大阪公立大学 博学連携講座

古環境・古地形復元からみた難波
南秀雄（一般財団法人大阪市文化財協会理事兼事務局次長）

難波の都宮
古市 晃（神戸大学大学院人文学研究科 教授）

難波宮研究の現在
村元 健一（大阪歴史博物館 学芸員）

前期難波宮の使われ方と大化改新
磐下 徹（大阪公立大学大学院文学研究科 准教授）

第１回

11/6(月)

第２回

11/13(月)

第３回

11/20(月)

第４回

11/27(月)

お申込みの際の個人情報は、申込後の事務連絡、統計資料等
の作成および本学公開講座等のご案内に使用いたします。
利用目的以外の使用については、一切いたしません。

復元された難波宮大極殿（写真提供：大阪歴史博物館）

11/6 -11/27
2023年

(月 ) (月 )

18:30-20:00 各月曜日・全４回

主催：大阪公立大学 共催：地方独立行政法人大阪市博物館機構・一般財団法人大阪市文化財協会



古環境・古地形復元からみた難波
講師：南秀雄（一般財団法人大阪市文化財協会理事兼事務局次長）

7世紀中頃までの200年間、上町台地では日本列島でいち早く都市化が進みました。発掘調査の
成果を活かし、前提となった古環境・古地形と関連づけながら都市形成の過程をたどり、難波
宮・京の前史を明らかにします。

難波の都宮
講師：古市晃（神戸大学大学院人文学研究科教授）

難波には、飛鳥時代、奈良時代の２回にわたって天皇の宮と都が置かれました。また応神天皇
や仁徳天皇の時代に宮が置かれたという伝承もあります。これらの宮と都について、文字史料
と考古学の成果の双方から考えます。

難波宮研究の現在
講師：村元健一（大阪歴史博物館学芸員）

来年は難波宮の発掘調査が始まって70年となります。これまでの難波宮の調査と研究を振り返
り、明らかとなったこと、残された課題、近年の論争などを紹介します。これらを通して難波
宮の歴史的意義を考えます。

前期難波宮の使われ方と大化改新
講師：磐下徹（大阪公立大学大学院文学研究科准教授）

上町台地に残された前期難波宮の遺構は、大化改新の舞台となった難波長柄豊碕宮の遺構であ
ると考えられます。この王宮はどのように使われていたのでしょうか？今回は官僚制とのかか
わりからこの点を考え、大化改新の実像に迫ってみたいと思います。

講義概要

博学連携講座は、大阪公立大学と大阪市博物館機構・大阪市

文化財協会が連携し、大阪市を中心に関西の豊かな歴史を多

角的に明らかにすることを目的として開催されます。

上町台地の先端部に営まれた難波宮は、古代国家の歴史を知

る上で、重要な舞台でした。発掘成果や地形分析、文献史の

読み直しなどによって都（都市）の生成、政治拠点としての

意義など、最新の研究成果を学ぶことができます。

講義スケジュール

第１回

11/6（月）

第２回

11/13 （月）

第３回

11/20（月）

第４回

11/27（月）

宮殿の屋根に葺かれた重圏文軒丸瓦▶
（難波宮跡出土 奈良時代）大阪市教育委員会蔵

＊感染症の流行や自然災害等の影響により、日程・開催方法・講座内容が変更となる場合があります。

大阪市指定文化財▶
屋根の大棟を飾った鴟尾

（難波宮跡出土 奈良時代）大阪市教育委員会蔵

前期難波宮の復元模型
大阪歴史博物館蔵

大阪歴史博物館からみた難波宮跡公園

写真提供：大阪歴史博物館

大阪市指定文化財▶
日本最古級の万葉仮名文のある木簡

（難波宮跡出土 飛鳥時代）大阪市教育委員会蔵

左上木簡の赤外線写真 ▲
写真提供：大阪市文化財協会

難波宮の大極殿（奈良時代）の発掘調査（1970年）
写真提供：大阪市文化財協会

復元された鴟尾
大阪歴史博物館蔵


